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塑 性 攣 形 の 機 構 を 論 す る に は 不 充分 な も の で あ る.

 以 上 研 究 結 果 の 一 部 を 述 べ た が,塑 性 墜 形 の 第 … 廻 程 で あ る攣 形 現 象 に 注 意 す る 事 に よb,

塑 性 攣 形 が 生 起 さ れ る外 部 條 件 が朋 らか に な り,塑 性 攣 影 の 機 構 は 一 歩 進 ん で 解 明 し得 られ る

もの と考 え ら れ る.                          』

 本 研 究 は 文 部 省 科 學 研 究 費 の 補 助 に よb促 進 さ れ た も の で あ る.な お 種 々御 教 示 御 鞭 燵 を 賜

つ た 荒 勝 教 授 に感 謝 の 意 を 表 す る次 第 で あ る.

 1)F.Thompsun,1. B,irtor,;Carriegie Schol. Mem.,18(1930)(M. Bonzel;Steel wire, p.101(1934)

  は セル ロ イ ドを用 い,評 止 の 状態 で ダ イス の型 に付 い ての光 弾 性 の實 験 を行 つ た.

 2)植 村;本 誌17集93(昭 和22年 講 演)(昭 和24)

 3),4)  G.Sachs:Prakt{sclle I～le!ユllkunde;II Spanlose Formung(1934,)

  _ヒ田 太 卿`; 日本 金 膣}學曾誌3137 S「t (β召和14年)

 5) Z.Tuzi;ScL Pap, Inst. Phys. chem. Res.,12(1929)lp.29

 6)淺 田常 三 郎,吉 永 弘:物 理 學 講演 集2〆 昭和17年)195頁

 7)詳 細 な記録 は戦 災 に よ り浩 失,餓 鋼 協 會編,鼓 街 史,深 絞 法(小 藪 其の他)礎 久 豫 定

 8♪ 植 村:本 誌16(昭 和21年 講 演)53頁(昭 和23)

              (昭 和24年3月3日 受 理)

         十 進 式 計 敷 装 置 に!)い て

               ANew Decade Scaler '

            石 割 隆 太郎 ・湯 淺 一 経

             Ryutare Isll三wari and Kazunori Yuasa

 從 来Geiger-MUIIcr言.ド 敗管或はWym・ 、Villil mg型 比 例埆幅 羅等 によ る高速 計倣 の記録 に

は,八 進,十 六進等の戸近謂二進式計数 剛 芥を用 いて來た.し か し實 際 に使用 す る上 では彗一進式

回路が得 られ れば遙か に能 率的で ある.そ こで我 々は最 も簡 輩 な原理 を用 い,動 作が極 めて確

實 で,叉 使 用 に際 して調節 す るを要 しない と云 う様 な諸條 件 を考 慮 して一つ の十進式計数 回路

を製 作 した.

 批 の装 置は通常 の十 六進計数回路 に簡?江な補捉的回路 を加 えて十進 式 に攣 更 した もので あつ

て,基 本 とな る十六迅 回路 としては,Higinbotham1)の 回 路 方式 を採用 した.從 つて,此 虞で

は特 に十 六進 回路 を十進式 に墾 化せ しめ る野iについて説明す る事 にす る.

 第1圖 に於 てAとr,CとD, EとF, GとIIは それ ぞれ第一,第 二,第 三,第 四の=二

進式計数回路 の封 をなす三極 管であって,最 初BDFIIに 電 流 が流れ, ACjEGに は流 れてい

参い朕 態 に罹 くもの とする・第2圖 で0と した歌態が それで,こ こでは 白丸は電流 の流 れてい

                   (go)



           石割 ・湯淺:十 進 式 計 歎 髪 置 に つ い て

る欺態を,黒 丸はその反封を           第  1  圖

動 を出力回路に逡 り出 し,録     ・

敷器の針を1こ ま動 かす・今ここに第1圖 でM・Nと 記        第2圖

1灘蟻1灘購

灘欝
態が入れかわる.即 ち麺常の十六進回路では,第9の 入力脈動によつては,AとBの 歌態が

入れかわるだけであ るが,今 はMとNの 爲にCD, EFの 劃が同時に入れかわり,丁 度十六

進回路の第15番 の脈動が入つた後 と同 じであるから,次 の第10番 目の脈動 で最初の状態にもど

り,し たがつてその時に1つ の脈動を出力回路に逸 り出す.此 の様にして10佃 の入力脈動毎に

録数器の針 を1こ ま動かす事が出卒る.

 以上の回路は,乏 に50キ ロサイクルの規則的入力眠動 を與 えて,ブ ラウン管オツシログラフ

で動作朕態 をしらべ,極 めて安定に且つ完全に動作している事を確かめた.又 この計数回路を

普通の十六進回路 と併列につないで,蟄 隙 こGeigeT-N凸11er言1'数 管の不規則な甑動を計数 し

                   (91)
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                 o

てみたが迅速 に しか も誤 りをおかす危瞼な しに識 み とれ る黙 で,通 常の ものに比 し豫 想以.Lに

能 率的 であ る事 を知 つた.

 最 後 に本研究 に常 り,絡 始御指導御鞭燵下 された荒勝文 策教授並 に木村毅一教授 に封 し・深

甚 な る謝 意を表 す.

                 交     献

 1)W,A, Higinbotham R.S,1,18(10)OcL(1947)

              (昭 和24年3月3日 受 理)

    磁氣軸受を用)ソ こ高速廻轄体の試作 に就 て
                 (第2報)

           Study on High Speed Rotation. II

         荒 勝 文 策 ・片 瀬 彬 ・小 亀 淳 ・矢 野 淑 郎

      Bunsaku Arakatsu, Akira Katase, Jun Kokame and Shukuro Yano

 自動 調 節型磁氣軸 受 を用 い,鐵 軸 をイ∫する廻轄艦 を眞室 容器 内で完杢且つ安定 に浮揚 させ得

たこ とは,既 に報イ身しアこ1).

 この磁 氣軸受 によつ て支 えられた廻亨耀塁は周剛の残溜 氣艦 の粘 性 に依 る抵抗 を除 けば.著 し

く高速度で廻 縛 させ るこ とが胴(る.こ α)鴬に以下 の様 な廻車專磁 界を作 成 した(第1圖).Tは

トランジ トロン獲振器で,蓄 電器Cを 切 唇えることに よ り,IOOO,2400,6000,770047等 の低

岡波を良好 な正弦 波 彰を もって周波数及 び装振電巫 共 に極 めて安定 に獲 振 す る.こ の獲振電巫

を吏 に一一段増 巾 し,Fな る移
                       第   1  圏相 器 を通

じて互 に π/2位 相 の

                   (92)


